
Know How 集 VOL.2 

セクタ機能の基本と応用 

セクタ機能を使えば、注目したい一部分のデータをより詳しく解析ですることができます。 

１．基本機能 

1.1 セクタの設定方法 

【グラフ】で簡単に入れることができます。 

 

1.1.1 セクタを設定したい位置を「クリック」してください。 

※速度ウインドウ、アニメーションウインドウ、全体コース図の何れでも指定可能。○ 

1.1.2 ツールバーの「セクタ設定」をクリックしてセクタを指定してください。○ 

  ※4 箇所まで設定できます。○がセクタ設定位置 



1.2 セクタ情報の見方 

1.2.1 セクタデータ 

設定されたセクタは下図のように 3 つのウインドウにセクタラインが表示されます。 

また、セクタタイムも同時に見る事ができます。 

 

 

■赤数字の説明 

[0008]  【データ】のデータ番号 

0:06.997  コントロールライン～セクタ１のタイム 

0:19:577  セクタ１～セクタ２のタイム 

 ↓ 

0:05.501  セクタ４～コントロールラインのタイム 



2.1 セクタデータ詳細 

【データ】タブの下方にセクタデータの詳細が表示されています。

 

■データの詳細 

－Ｓ区間タイム  コントロールライン～セクタ１までのタイム 

－Ｓ区間キョリ  コントロールライン～セクタ１までの距離 

－Ｓ１通過タイム  コントロールラインからセクタ１までのタイム 

－Ｓ１通過速度  セクタ１の通過速度 

－Ｓ１－２区間タイム セクタ１～セクタ２までのタイム 

 

■区間ベスト表示 

一番下の黒○で囲まれたタイムは、選択されているデータの一番早いタイムを表示しています。 

表の一番右下の赤○で囲まれたタイムは各区間のベストタイムを足したもので、仮想ベストと

なります。 

 

 

２．応用編 

2.1 セクタ部分を走行データとして切り出し保存 

保存したいセクタのデータを「ダブルクリック」します。 

この場合、【008 のＳ３－Ｓ４】を保存します。 

 



 

ファイル名は、データ番号＋セクタ番号となります。※自由に名前を変更してください。 

 

2.2 セクタ部分の走行データの読み出し 

保存したデータは、「走行データ読込」で読み出すことができます。

 



読み込まれたデータは、データ欄の一番下に追加されます。 

 

追加されたデータを選択して表示させると、切り出したセクタ部分の走行データが表示さ

れます。 

 

この作業を行うことにより、 

１、 後半になるとタイム差が大きく離れてしまいアニメーションで一緒に見えない。 

２、 途中から複数台を一緒にスタートさせて検証したい。 

などに対応できます。 



2.2 セクタ部分の一括切り出し方法 

走行軌跡全体を表示後に、コントロールライン設定ではなく、スタート設定とフィニッシ

ュ設定を使います。 

■「スタート設定」でセクタ開始位置を指定します。 

 

■「フィニッシュ設定」でセクタ終了位置を指定します。 

   設定後「ＯＫ」を押します。 

 

※「コントロールライン・スタート/フィニッシュ保存」で保存しておけば、いつも同

じ区間を指定することができます。



■切り出しデータ 

 

2.2 切り出しデータの表示 

表示したいデータを選択、【グラフ】で解析可能となります。 

 


